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経済

環境

事業者名 株式会社はま造園土木

すべてのステークホルダーの満足度を高める為、安全第一で美しい緑化業務を目指す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

発生材のリサイクル率

使用機械の電動化

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」と
「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

造園業という緑化をメインにした業務を行う上で、従業員それぞれの能力に応じた技術指導を行いスキルアッ
プを図ることで、顧客からの信頼関係を構築する。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

発生材のリサイクル化
剪定屑・伐採木のチップ・リサイクル
2021年発生量の60％
→2025年発生量の80％

年齢・性別・経験を問わない中途採用の実施

社会

経済

環境

社会

経済 2人
・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当
する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数値および更
新時（3年後）の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確認ください。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

チェンソー等・肩掛式刈払機等使用機
械の最大限に導入
2022年11台
→2025年20台

前期の指標に対する実績

使用機械の電動化

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

使用機械を、3年をかけて計画的に導入することで、目標
達成できた。

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a 求人案内や知人を介して紹介依頼を出したが、なかなか応
募がなく、目標は未達成だった。

0名

a 人材不足と多量の持ち込みにより、処理能力が低下（人材
不足のため）し、目標は未達成だった。

項目
電動化使用機械の導入台数（チェン
ソー・刈払機・トリマー等）

三側面
（分野に☑）

現状（2025年） 更新時（3年後）

年齢・性別・経験を問わない中途採用の実施 現状（2025年） 更新時（3年後）

70％

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

0人

前期の指標に対する実績

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

2022年1名実施
→2025年目標2名

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

20台

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 発生材のリサイクル率

現状（2025年） 更新時（3年後）

70%

20台 25台

項目 採用の人数

80%


